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ひゃく 

にち  ぜき 

病原体 百日咳菌（細菌） 

感染経路 

飛沫・接触感染 

（咳による飛沫、汚染されて間もない物品への接触など） 

症状 

► 通常 7～10日の潜伏期間を経て、風邪のような症状で始まり、

咳の回数が増えて程度も激しくなる。 

► 次第に特徴ある発作性けいれん性の咳となり、短い咳が連続で

おこり、息を吸う時に笛の音のようなヒューという音が出る。 

► 激しい発作は 2～3週間で治まるが、時々発作性の咳があり、

完全に回復するまでに 2～3 ヵ月かかる。 

► 乳幼児は重症化する恐れもあり、特に注意が必要。 

感染予防 

► 予防にはワクチンが有効です。定期接種対象月齢（生後 2か月）

になったら早めに接種しましょう。 

► 手洗いやうがい、手指消毒をしっかり行いましょう。 

► 咳が出る場合は、マスク着用を含めた咳エチケットを心がけ 

ましょう。 

► 咳などの症状がある場合は、早めに受診しましょう。 

受診の際は、医療機関に事前に連絡しましょう。 
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